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裏
路地

険
探

■
「
柴
山
ガ
ニ
」の
町
を
歩
く
／
香
美
町
香
住
区
沖お

き
の
う
ら浦

冬
場
は「
カ
ニ
の
町
」と
し
て
紅
色
に
染
ま
る
柴
山

江
戸
時
代
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た

海
と
と
も
に
生
き
て
き
た
村
を
ぶ
ら
り
と
散
策
…

　

威
勢
の
よ
い
競
り
子
の
声
が
港
に
響

く
。
11
月
解
禁
の
松
葉
ガ
ニ
漁
は
、
日

本
海
に
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
。

中
で
も
香
美
町
の
柴
山
港
は
山
陰
有

数
の
水
揚
げ
を
誇
る
。
漁
が
終
わ
る
３

月
末
ま
で
、
町
は
カ
ニ一
色
に
染
ま
る
。

　

ピ
ン
ク
色
の
タ
グ
が
付
け
ら
れ
た
カ
ニ
は

「
柴
山
ガ
ニ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、

各
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
１
０
０
以

上
の
厳
正
な
ラ
ン
ク
分
け
を
し
て
お
り
、

「
番
か
に
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ニ
は
、
１
船

で
数
枚
出
る
か
と
い
う
最
高
級
品
だ
。

　

カ
ニ
で
活
気
づ
く
港
を
背
に
北
へ
足

を
運
ぶ
と
、か
つ
て
北
前
船
の
寄
港
地
と

し
て
隆
盛
を
誇
っ
た
沖

お
き
の
う
ら浦
地
区
が
あ
る
。

　
「
沖
浦
は
海
と
と
も
に
生
き
て
き
た

村
。
特
に
カ
ニ
漁
は
昔
か
ら
盛
ん
で
あ

り
、
沖
浦
に
は
６
隻
も
の
船
主
が
い
ま

す
。
小
さ
な
地
区
に
こ
れ
だ
け
の
カ
ニ

漁
船
が
あ
る
の
は
珍
し
い
で
す
よ
」
と

は
、
案
内
役
の
村
瀬
晴
好
区
長
。

　

昔
か
ら
漁
業
を
生
業
と
し
て
き
た
村

で
あ
り
、
そ
れ
は
恵
ま
れ
た
地
形
条
件

に
由
来
し
て
い
る
。
南
向
き
に
位
置
す
る

入
り
江
は
、
日
本
海
の
厳
し
い
風
の
影
響

を
受
け
に
く
い
。
船
を
停
泊
さ
せ
る
に
は

絶
好
の
場
所
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
の
指

定
港
と
さ
れ
た
の
も
う
な
づ
け
る
。

　
「
伊
根
町
の
舟
屋
が
有
名
で
す
が
、

昔
は
こ
こ
に
も
同
じ
よ
う
な
風
景
が
広

が
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
」と
、
村
瀬
区
長
。

北
側
の
岸
壁
沿
い
に
目
を
向
け
る
と
、

間
口
の
狭
い
家
々
が
軒
を
並
べ
、
往
事

の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

東
端
に
あ
る
船
の
ド
ッ
ク
周
辺
は
、
出

石
藩
の
役
人
が
詰
め
た
御ご

ば
ん
し
ょ

番
所
（
船
改

所
）が
あ
っ
た
所
。
地
元
で
は
浜
奉
行
と

呼
ば
れ
る
人
が
補
佐
役
を
務
め
た
そ
う

だ
。
そ
の
先
に
あ
る
防
波
堤
か
ら
は
柴

山
を
３
６
０
度
見
渡
せ
、
臼う

す
が
う
ら
し
ま

ヶ
浦
島
か

ら
日
本
海
を
望
む
絶
景
が
広
が
る
。

　

村
に
は
海
に
ま
つ
わ
る
伝
承
も
残
さ

高台に佇む大放（たいほう）神社は集落の氏神。漁師町ら
しく、拝殿には宝船の絵が奉納されている。大漁の際に
神社へ寄進したそうで、内部には寄進者の札が所狭しと
掲げられていた。毎年10月６、７日は神輿が練り歩き、
境内にある芝居堂では三番叟が奉納される。神社はきれ
いに清掃されており、海の守り神として崇敬されてきた。

沖浦鉱山跡近くの岩上に1本だけ生息している黄金
松。海からしか見ることができないが、菜の花が咲く
頃には一段とその色が増すという。

作左エ門の供養塔。

集落の山手にある大日堂は牛馬、安産の神として、かつては福知山
や綾部からお参りにくる人がいた。島根県隠岐の島に住んでいた
作左エ門という人が大日如来を信仰していたため、暴風雪で唯一
自分の牛だけが助かったという伝承が由来。大日如来のご加護を
全国の人にと、作左エ門が行脚した最終の地がここ沖浦だったと
言い伝えられてきた。現在も女性たちが大切に守りつないでいる。

境内には他に7つの社があ
り、山の神の分社も鎮座する。

沖浦には川がないため、水場の
確保は重要な問題だった。絶え
ず湧き出る水は「沖水」と呼ば
れ、今でも家庭に配水されてい
る。鉱脈があるためか、非常に
澄んだ水が湧き出るそうだ。

沖浦鉱山跡

写真提供：香美町教育委員会

写真提供：香美町教育委員会
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URAROJI TANKEN

至
香
住

ピンク色のタグが付けられた「柴山ガニ（松葉ガニ）」。選別日本一といわれ、その
中でも最高級のカニには「ゴールドタグ」の称号が与えられる。カニは鮮度が命と
され、柴山港では活きたまま港に水揚げされ、活きたままセリが行われるこだわ
りよう。近隣の旅館、民宿では新鮮なカニを食べに多くの観光客が訪れる。

岸壁が埋め立てられるまでは、丹後・伊根町
にある舟屋のような光景が広がっていた。

県道11号

柴山港
セリ市場

但馬漁業協同組合
柴山支所

漁協直営
かに一番館

黄金松

沖浦鉱山跡

かつてこの辺りに
御番所があった

名水「沖水」

沖水の貯水槽

大日堂

大放神社

六地蔵

至佐津・
豊岡（国道17８号）

柴山港
水産物荷捌所

かつては浅瀬でアサリが豊富
に捕れたという。岸壁は大型
船が入れるように鉱山の廃石
を使用して埋めてられた。

舟屋の面影が感じられる

日本海

大正10年から21年
間、金や銀、銅が採掘
された沖浦鉱山。最
盛期には約300人が
働いていた。縦坑は
14段階あり、それぞ
れの階から横坑が放
射線状に伸びている。

神社の狛犬も
立派なもの

●「裏路地探険」に参加者募集！
　平成 25 年1月26日（土）10〜12 時

コウノトリが舞い降りる村を歩く 
豊岡市田結（たい）

＊実施日の10日前までに、18ページ掲載
のＴ2編集部へ、住所・氏名・年齢・
電話番号・「裏路地参加希望」とお書き
の上、ハガキで申し込みください。開催
は午前中、現地集合・現地解散となり
ます。申込締切日後、案内を参加ご希望
の方へ送付致します。

細い路地が入り組む集落

防波堤から見た日本海の絶景。
中央が臼ヶ浦島。

れ
て
い
る
。
東
側
の
絶
壁
に
１
本
だ
け

生
え
て
い
る
松
は
、「
黄こ

が
ね
ま
つ

金
松
」
と
呼
ば

れ
る
町
指
定
の
記
念
物
。
年
中
、
葉
が

黄
金
色
を
し
て
お
り
、
不
思
議
な
こ
と

に
種
か
ら
育
て
た
も
の
は
葉
が
黄
色
に

な
ら
な
い
そ
う
だ
。
近
く
に
金
鉱
山
が

あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
地
元
の
人
は
話
す
。

　

村
で
は
こ
の
枝
を
持
っ
て
帰
る
と
、
海

で
遭
難
す
る
と
言
い
伝
え
が
あ
り
、
今
も

神
木
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

集
落
内
は
漁
師
町
特
有
の
焼
き
板

塀
の
家
々
が
建
ち
並
び
、
細
い
路
地
が

入
り
組
ん
で
い
る
。
高
台
に
あ
る
大た

い
ほ
う放

神
社
は
氏
神
で
あ
り
、
秋
祭
り
に
奉
納

さ
れ
る
「
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
」
は
有
名
だ
。
他
に

も
室
町
時
代
か
ら
続
く
「
山
の
神
」
や

「
大
日
さ
ん
」「
花
祭
」
な
ど
、
年
中
行

事
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。

　

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
き
た
沖
浦

の
人
々
。
先
人
の
込
め
ら
れ
た
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
裏
路
地
探
険
で
あ
っ
た
。

近畿自然遊歩道入り口
大山灯台から今子浦へ続く

つるべ鼻

お気軽にご相談ください

資産運用

朝来市 竹田城跡


